
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「TRAKTOR 2」 

セッティングファイル インポートガイド 
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はじめに(重要) 
 

弊社では、Native Instruments 社製DJ ソフトウエア「TRAKTOR PRO 2」

専用のセッティングファイルを提供しております。このファイルをイン

ポートすることにより、「TRAKTOR PRO 2」を本機でコントロールで

きます。 

 

・「TRAKTOR PRO 2」がインストールされたコンピュータが必要です。 

・「TRAKTOR PRO 2」のすべての機能には対応しておりません。必要

に応じてお客様自身で設定してください。 

・追加で設定するときは、「TRAKTOR PRO 2」に付属されている

TRAKTOR 2 オペレーションマニュアル[ Traktor 2 Application 

Reference ]（PDFファイル） をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

既存のセッティングファイルをバックアップする 
 

既存のセッティングを必要に応じて復元できるよう、以下の手順に従っ

てバックアップを取っておくことをお勧めします。 

! はじめてTRAKTOR PRO 2 をお使いになるお客様はこの作業は必要あ

りません。 

1. DJM-T1とコンピュータをUSB ケーブルで接続し、

DJM-T1の電源をオンにする 

 

2. TRAKTOR PRO 2 を起動する 

 

3. 画面右上の を選ぶ 

 

4. [Preferences] ウィンドウの[Export] をクリックする 

 

 

5. バックアップが必要な項目にチェックを付けた状態で

[OK]をクリックする 

任意の場所にわかりやすい名前(例：BackUp.tsi) をつけて保存してくだ

さい。 

 

免責事項 

・本セッティングファイルのダウンロードおよびインストールによる

いかなる損害について、当社は一切保証いたしません。本セッティン

グファイルの動作保証は一切保証いたしません。 

・本セッティングファイルのダウンロードおよびインストールやセッ

ティングファイルの使用に際しては、利用者ご自身の責任において行

っていただけますようお願い申し上げます。 

・本セッティングファイルの仕様は予告なく変更することがあります。 

・本セッティングファイルに関するサービスは予告なく終了すること

がございます。あらかじめご了承ください。 
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セッティングファイルをインポートする 
 

 
 

 

 

 

 

 

1. 弊社WEB サイト(http://pioneerdj.com/support/) 

へアクセスし､サポートトップページからDJM-T1のソフ

トウェアダウンロードページに移動して、セッティングフ

ァイルをダウンロードする 

ダウンロードしたファイルはZIP 圧縮されていますので事前に解凍して

ください。 

 

— Windows をお使いのお客様 

ダウンロードしたファイルを右クリックして[ すべて展開] を選んでく

ださい。展開ウィザードが表示されますので、展開先のフォルダを指定

して展開( 解凍) してください。 

— Mac OS X をお使いのお客様 

ダウンロードしたZIP ファイルをダブルクリックして解凍してください。 

 

解凍すると[ PIONEER_DJM-T1_VXXX.tsi ] という名前のファイルが取

り出されます。 

！お使いのブラウザによっては自動的に解凍されることがあります。こ

のときは解凍の操作は必要ありません。 

 

2. 手順1でダウンロードしたセッティングファイルを任

意の場所に保存する 

《例》 

—Windows のとき 

My Documents¥Native Instruments¥Traktor 2.x.x¥Settings 

—Mac OS X のとき 

~/Documents/Native Instruments/Traktor 2.x.x/Settings 

 

3. DJM-T1とコンピュータをUSB ケーブルで接続し、

DJM-T1の電源をオンにする 

 

4. TRAKTOR PRO 2 を起動する 

 

5.画面右上の を選ぶ 

 

6. [Preferences]ウィンドウの[Import]をクリックする 

手順 2 で保存した[PIONEER_DJM-T1_VXXX.tsi] を選ぶ 

 

 

7. [OK] をクリックしてセッティングファイルを読み込む 

Controller Mappings にチェックが入っていることを確認してください。 

 

 

8. [Controller Manager] を開いて[Device] で 

[Pioneer.DJM-T1] を選び、[In-Port]でDJM-T1に該当する

デバイスを選択する 

[Pioneer.DJM-T1 – Generic MIDI]を選び、[In-Port]と

[Out-Port]でDJM-T1に該当するデバイスを選択する 

ご注意 

他のセッティングファイルがインポートされていると正常に動作しな

いことがあります。そのときは、インポートされているセッティング

ファイルを削除してから作業してください。セッティングファイルの

削除方法について詳しくは、 3ページの「セッティングファイルを削

除する」をご覧ください。 
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9. [Close]をクリックして[Preferences]ウィンドウを閉じ

る 

 

 

 

 

 

 

 

セッティングファイルを削除する 

1. 画面右上の を選ぶ 

 

2. [Preferences] ウィンドウから[Controller Manager]  

を選ぶ 

 

3. [Controller Manager]から[Device] で削除するデバイス

を選び、[Edit...] から[Delete] を実行する 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

商標および登録商標について 
・ Pioneer はパイオニア株式会社の登録商標です。 

・ TRAKTOR は Native Instruments 社の登録商標です。 

・ Windows®は米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における 

録商標または商標です。 

・ Mac OSは、米国および他の国々で登録されたApple Inc.の商標です。 
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